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平成21年7月22日
大気環境の可視化への試み
環境デザイン学科 教授 中山榮子
東～東南アジアのメガロポリスは，現在最も人口増加の著しい地域のひとつであり，近年著しく経済を
発展させていると同時に廃棄物，酸性雨などの環境問題も顕在化してきている。この地域であまり測定さ
れていないSPMについて高価な装置を用いずにできるだけ簡単な方法で精度よく測定し，それを住民に
わかりやすく提供する方法の開発が必須である。ここでは大気環境（特にSPM）の可視化について試みた
6つの方法について報告する。
1.集めて見えるようにするには濾紙上にスポット化する方法を紹介した。2.集めたものの ・数値・化
について，濾紙上のSPMスポットと白色濾紙との色差とSPM濃度の関係式を求める方法を紹介した。
あるいは ・数値・として直接測定する方法として，光散乱法を用いた持ち運びできる測定器を利用して面
測定とロギング測定を行っている。3.得られた数値からコンターマップを作成している。同時測定でき
ないため測定値のばらつきの解消の問題については，ロギング測定（定点継続測定）を面測定に並行して
行い，面測定時の時間変化分を打ち消すことが出来，その例をソウルと高雄での測定で示した。格子状に
測定できないといった問題点については簡易スプライン法とCQSAR法を比較検討した。4.統計的手法
の例として，東京都の世田谷データと実測した三軒茶屋データを用いて相関係数，主成分分析，デンドロ
グラムなどを示した。5.本学で継続測定している結果を用いて，3次元的表現，ベータ線法と光散乱法
の比較検討などを示した。6.調査地の写真から画像データを得，明度差を利用して透明度解析や，上空
の大気構造を解析するためにコントラスト強調，RGB解析，近赤外線利用といった分析を行っている。
SPMは大気汚染物質としてはNOxやSOxなどと異なった振る舞いをすることが明らかになってきて
いる。今回は大気汚染物質としてSPMを取り上げたが，・見えない・ものを ・見える・ようにすることは
急務である。できるだけ簡単な方法で精度よく測定しわかりやすく表現する方法を更に開発していきたい。
平成21年10月14日
美のデザイン理論構築に関する知覚造形論
戦争と平和の概念から
環境デザイン学科 准教授 藤澤忠盛
知覚造形論 1:服飾形態論
「きみはベルボトムのジーンズの意味を知っているか」
私のデザイン講義ではこの意味深な問いから講義が始まります。デザインの基本は用強美です。用
は使い勝手で機能性，強は強度や安全性やサステナビリティー，そして美。しかしながら美が最も難しく
構築しにくいものです。どのようにデザインすれば美が生まれるのでしょう。デザインした後に流行があ
り，なんとなく決定されるのでしょうか。とても難しい問題です。
学生になぜベルボトム（通称:ラッパズボン）はあんな形をしているのか考えたことがありますかと問
うてみると，ほとんどの学生は「ない」と答えます。次になぜあのように裾が広がっているのかと問うと
・なんとなく ・わからない ・動きやすいから ・かっこいいから などの回答が返ってきます。
裾が広がっていて動きやすいとはとても思えませんし，かっこいいというのも私自身は正直そうは思い
ませんでした。私は「ぷ」と笑ってしまうような変な感じのデザインと感じています。
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この裾拡がりのデザイン，形態はなぜ生まれたのでしょうか。
髪型一つをとっても戦争時代は丸坊主です。洗い易いから，また負傷した場合に縫合など極めて迅速に
手当てをすることが可能だからです。また戦闘機のデザインも敵を攻撃するため，また敵から逃げるため
に極めて機能的に機体を設計する必要があります。つまり戦争時代は攻撃的守備的であることが大原則
の機能的なデザインが必要なのです。
例えば軍服に至っても走り易さを重要視し，ゲートルで足首を締め付けるデザインをしています。戦争
中に民間人の着るもんぺにしても，走り易く避難し易いファッションと言えるでしょう。
平時のデザインはそうではありません。髪を伸ばし，平和であれば軍服やもんぺのように足首を締め付
ける必要はないのです。ロン毛は整えるのに時間がかかり，合理的な戦争時代には行えなかったファッシ
ョンです。またベルボトムのジーンズも，裾が広がり歩きにくく目立つことから戦争時代には考えられな
いファッションと言ってよいでしょう。つまりロン毛とベルボトムは戦争時代に制限されたファッション
への反動であり，平和を表現しているのです。そのためヒッピーと呼ばれた人たちはロン毛でベルボトム
のジーンズ，そしてギターを弾く姿で歴史上認識されています。
結果ベルボトムのジーンズは平和のシンボルとして語り継がれています。ただ面白いから，ただかっこ
いいから，ただヨーロッパで流行っているからなんとなく，ということではなく，平和の象徴という概念
からデザインされた形態と言っていいでしょう。
デザインをする上で，また美のシンボルを構築する上でなかなか機能以外をベースにした論理的なデザ
インは構築しにくく，人々に理解されるのは時間がかかるのかも知れません。言論思想宗教政治
哲学倫理芸術すべてを考え構築する。このようにデザインと社会性思想は非常にリンクしていると
言えます。
またベルボトムのジーンズのようにはじめは「ぷ」と笑ってしまうような形態のデザインでもそのデザ
インの意図を知ってからは認識が変わり，あらためて素晴らしく，美しく思えるといったデザインは，美
に関して理論的に構築されたデザインと言えるでしょう。
知覚造形論 2:空間色彩論
真っ白な空間 アブストラクトホワイト N造形大学 学生ラウンジ改築設計より
N造形大学内の学生ラウンジはコンクリート打ちっぱなしの空間でした。
そこにホワイトを使った真っ白な空間をデザインしました。
白は汚れるからよくない，真っ白は大学らしくないからよくない，白はメンテナンスが難しいからよく
ない，など多くの意見が寄せられました。しかしながら私は最後まで白い空間にこだわりました。なぜ白
い空間にこだわるのか。なぜ真っ白な空間が単なる流行のファッションではなく論理的に美しい空間と言
えるのかが重要です。
戦後まもなくアメリカの進駐軍が日本に上陸し，銀座や日本橋といったところに出入りするようになり，
米兵を日本人はじろじろ見ていたそうです。外人が珍しくて見ていたのではなく，米兵が着ていた真っ白
いTシャツを見ていたそうです。なぜ日本人が真っ白いTシャツを見ていたのでしょう。敗戦直後の日
本には白いものは一切なかったのだそうです。
戦争中は物資が乏しく，雑巾に至るまでぼろぼろであり，膨張色である白色は敵から発見されまた飛行
機から狙い撃ちされ易いため敬遠されました。許される色彩ではなかったのです。反射する窓やガラスは
すべてテープで目張りされ，屋根も膨張色のものは塗り直しをされたそうでうす。耐乏時代，服靴や手
ぬぐいや靴下すべてが使い込まれ色褪せていたそうです。
ホワイトは戦争中では使うこと見ることができる色彩ではないカラーであると言えます。平和になっ
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たいま我々は精神的文化的に豊かになり白色を選択しデザインに利用することが可能なのです。
また白色は汚れやすく，メンテナンスが大変です。こまめなメンテナンスは平和でなければ出来ません。
また精神的文化的ゆとりがなければ出来ないものなのです。それは日本の伝統建築である金閣寺や桂離
宮などを見ても肯かれることで，あるレベルの精神的文化的なゆとりがあった時代の所産なのです。
真っ白の空間を構築できるということ，また白色を白く維持することはその場所が平和であり，また文
化レベルが高いところであると信じています。
私がデザイン設計した学生ラウンジ「アブストラクトホワイト」が白く維持されメンテナンスされ
ているうちは平和であり大学の文化レベルも高いでしょう。白はそれを計るバロメーターになっています。
話は変わりますが，犯罪の事例でも言えます。ブロークンウィンドウズセオリーという理論があり
ます。壊れている窓や落書きなどが街にあるとそれに誘発されて犯罪が増殖してしまうという考え方です。
ニューヨークは犯罪が多く，困った市長が壊れている窓を直し，壁の落書きを消して，落ちているごみを
拾った。この行為のみで犯罪が減少した事例があります。整理整頓されたすっきりとした街は人間の行為
を正常に戻すという心理をうまく利用しています。
色彩一つとってもデザインは言論思想宗教政治経済倫理芸術などありとあらゆる考えを読
み取り反映していると言えましょう。その中でも戦争と平和という2項対立はもっとも大きなデザイン思
想の柱となっているのではないでしょうか。
このラウンジのように真っ白で ・大学らしくない ・メンテナンス大変そう ・流行っぽい，こうい
うのがいいのかな，と思えるデザインでも，そのデザインの意図を知ってからは認識が変わり，美しく思
えるというデザインは，美に関して理論的に構築されたデザインと言えるのではないでしょうか。
平成22年2月3日
デザインと紙 美濃和紙とあかりと
環境デザイン学科 助手 布川こよ美
わたしたちの生活に「紙」という素材はもっとも身近な存在である。新聞書籍文具などとても身近
なモノから，生活雑貨インテリアまでありとあらゆる生活用品が紙を素材として使われており，なくて
はならない素材だと言える。デザインにおいても「紙」はデザイナーの創造性を形にするための重要な素
材として位置づけられている。平面表現から立体表現へ柔軟に形を変え，他の素材との組み合わせによっ
て全く異なる質感や表情を創りだすことを可能とする素材だと言える。「紙」には楮などを原料とした日
本古来の紙である「和紙」と木材を原料とした欧米から伝わった「洋紙」があるが，注目しているのは
「和紙」である。「和紙」は全国各地に固有の特徴ある素材として現存しているが，特に岐阜県美濃の手漉
き和紙である『美濃和紙』は，1300年の歴史を持つ日本でもっとも美しく丈夫と称される和紙である。
戦後「和紙」をあまり使わない生活になったことにより手漉き和紙職人は減少したが，美濃では若い職人
が伝統を受け継ぎながら，新たな和紙作りに挑戦している。
そんな歴史と伝統を今に受け継ぐ『美濃和紙』を現代の生活に取り入れてもらうための用途開発プロジ
ェクトである「美濃手漉き和紙デザインプロジェクト」に2005年に参加し，『美濃和紙』を使った新し
い和紙のあかり提案を行い，岐阜と東京での展示会に出展した。これをきっかけに毎年美濃和紙を用いた
「あかり」のデザイン探究を続け，重要伝統的建造物群保存地区に指定されている美濃市「うだつの上が
る町並み」全体を会場として開催される「美濃和紙あかりアート展」に毎年出展するなどして作品を作り
続けている。今回は，今までの作品と制作展示を通して学んだことの発表を行った。
今後も表情ある「あかり」を探求することを課題として『美濃和紙』という紙の素晴らしさをデザイン
を通してたくさんの人々に伝えられる活動と作品制作に取り組みたい。
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